
国
連
軍
縮
会
議
は
、
日
本
政
府
の
提
唱
で
平

成
元
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
軍
縮
局
と
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
平
和
軍

縮
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、
こ
れ
ま
で
広
島
、
長

崎
、
京
都
な
ど
毎
年
日
本
で
開
か
れ
、
今
年
で

十
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

こ
の
会
議
は
、
国
連
総
会
や
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍

縮
会
議
な
ど
政
府
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
会
議

と
は
異
な
り
、
各
国
の
大
使
、
学
者
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
な
ど
が
個
人
の
立
場
で
参
加
し
、
自

由
に
議
論
す
る
も
の
で
す
。
合
意
文
書
や
声
明

な
ど
の
発
表
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
会
議
で

の
議
論
は
、
国
連
総
会
や
他
の
国
際
会
議
に
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

秋
田
会
議
で
は
、
国
連
の
役
割
、
今
年
の
春

に
行
わ
れ
た
核
拡
散
防
止
条
約(

Ｎ
Ｐ
Ｔ)

再
検

討
会
議
に
つ
い
て
の
評
価
、
核
兵
器
の
削
減
、

南
北
朝
鮮
問
題
、
通
常
兵
器
の
問
題
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
会
議
は
、
エ
フ
ジ
ェ
ニ
ー
・
ゴ
ル
コ
フ

ス
キ
ー
国
連
軍
縮
局
次
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま

り
ま
し
た
。「
先
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
は
、

核
保
有
国
も
核
廃
絶
を
求
め
て
い
く
こ
と
を
約

束
。
さ
ら
に
今
後
は
通
常
兵
器
の
貯
蔵
や
軍
事

支
出
に
関
す
る
透
明
性
を
高
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
の
見
解
を
述
べ
ま
し
た
。
続

い
て
外
務
省
の
浅
野
勝
人
政
務
次
官
が
「
核
廃

絶
に
つ
い
て
、
国
際
社
会
が
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
か
を
示
す
新
た
な
核
軍
縮
決

議
案
を
秋
の
国
連
総
会
に
提
出
し
た
い
」
と
日

本
政
府
の
意
欲
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

会
議
は
、
各
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
進
行
。
明
石

康
前
国
連
事
務
次
長
は
「
国
連
の
役
割
は
、
国

際
世
論
を
適
切
に
反
映
す
る
こ
と
、
国
際
規
範

を
つ
く
り
条
約
な
ど
を
採
択
す
る
こ
と
、
国
際

的
な
情
報
交
換
の
場
と
な
る
こ
と
、
平
和
維
持

活
動
の
よ
う
に
現
地
で
具
体
的
な
活
動
を
す
す

め
る
こ
と
│
の
四
つ
で
あ
る
」
と
、
国
連
が
引

き
続
き
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
出
席
者
は
、
秋
田
会
議
の
よ
う

な
地
域
対
話
の
機
会
は
軍
縮
の
促
進
や
国
同
士

の
信
頼
関
係
の
構
築
に
効
果
が
あ
る
こ
と
を
説

明
。
民
族
紛
争
や
テ
ロ
行
為
に
象
徴
さ
れ
る
社

会
状
況
を
踏
ま
え
、
安
全
保
障
の
対
象
も
国
家

か
ら
人
間
へ
と
移
行
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
し
た
。
朝
鮮
半
島
問
題
に
つ
い
て
も
、
南

北
首
脳
会
談
の
共
同
宣
言
を
実
施
す
る
に
は
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合(

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ)

な
ど
地
域

の
支
援
も
必
要
で
あ
る
な
ど
、
国
際
平
和
を
め

ぐ
る
様
々
な
問
題
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

四
日
間
に
わ
た
る
会
議
を
終
え
、
平
岡
敬
前

広
島
市
長
か
ら
は
、「
軍
縮
や
核
問
題
を
論
議

す
る
際
に
は
、
広
島
・
長
崎
で
核
兵
器
が
与
え

た
悲
し
み
を
頭
の
片
隅
に
置
き
、国
家
で
な
く
、

人
間
と
し
て
発
想
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
石
川
秋
田
市
長
が
「
世
界
平
和
の
問

題
が
若
い
世
代
に
も
深
く
浸
透
し
た
と
思
い
ま

す
。
市
民
生
活
と
軍
縮
の
深
い
関
わ
り
を
学
ん

だ
経
験
を
い
か
し
て
、
市
民
が
ど
う
平
和
活
動

を
行
っ
て
い
け
る
か
、
秋
田
市
の
宿
題
に
し
た

い
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

世
界
平
和
を
願
う
人
々
の
熱
い
思
い
に
あ
ふ

れ
た
四
日
間
。
満
席
の
会
場
も
、
世
界
の
最
前

線
で
活
躍
し
て
い
る
か
た
が
た
の
話
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
た
ち
を
交
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も

大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
聖
霊
高

校
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
か
ら
、
平
和
へ
の
祈

り
を
ハ
ン
ド
ベ
ル
で
表
現
し
た
Ｃ
Ｄ
が
会
議
の

出
席
者
に
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
土
崎
港
被
爆
市
民

会
議
か
ら
は
、
市
内
の
小
中
学
生
た
ち
が
つ
づ

っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
折
り
鶴
が
国
連
に
託
さ
れ

ま
し
た
。

世
界
平
和
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
を
地
道
に
粘
り
強
く
続
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

●
国
際
連
合
…
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
世
界
平
和
と
経
済
・
社
会
の

発
展
の
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
を

誓
っ
た
国
々
が
集
ま
っ
て
で
き
た

国
際
機
関
。
加
盟
国
は
現
在
一
八

八
か
国
。
総
会
、
安
全
保
障
理
事

会
、
事
務
局
、
国
際
司
法
裁
判
所
、

経
済
社
会
理
事
会
、
信
託
統
治
理

事
会
の
六
つ
の
主
要
機
関
が
あ

る
。軍

縮
に
つ
い
て
は
、
国
連
総
会

で
話
し
合
わ
れ
、
毎
年
会
議
を
開

き
、
決
議
を
し
て
意
思
統
一
を
は

か
っ
て
い
る
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｔ(

核
拡
散
防
止
条
約)

再
検

討
会
議
…
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
、
核
戦
力
の

規
制
を
目
的
に
し
た
国
際
条
約
。

核
兵
器
の
他
国
へ
の
譲
渡
、
原
子

力
の
平
和
的
目
的
以
外
へ
の
転

用
、
非
核
保
有
国
の
核
兵
器
製
造

な
ど
を
禁
止
し
て
い
る
。
再
検
討

会
議
は
こ
の
条
約
の
運
用
を
検
討

す
る
た
め
に
五
年
ご
と
に
開
か
れ

て
い
る
も
の
。
今
春
も
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
か
れ
、
核

を
保
有
し
て
い
る
五
か
国
が
初
め

て
一
致
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
を
明

確
に
約
束
す
る
こ
と
な
ど
の
合
意

が
な
さ
れ
た
。

●
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
…
国
連
や

他
の
国
際
機
関
か
ら
独
立
し
た
多

数
国
間
の
軍
事
交
渉
機
関
。
化
学

兵
器
禁
止
条
約
な
ど
の
軍
縮
条
約

や
協
定
を
つ
く
る
場
と
な
っ
て
い

る
。
六
十
六
か
国
が
参
加
。

●
通
常
兵
器
…
核
兵
器
、
生
物
・
化

学
兵
器
な
ど
の
大
量
破
壊
兵
器
以

外
の
兵
器
の
こ
と
。
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